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議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）

令和５年第１回臨時会（１月20日） 議案・審議・議決結果

令和５年第２回臨時会（２月28日） 議案・審議・議決結果

令和５年第１回定例会（３月７日〜15日） 議案・審議・議決結果



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

　　　　　　　　

半
を
目
処
に
最
上
階
（
５
階
）

部
分
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
電

気
、
空
調
、
給
排
水
、
建
具
工

事
等
に
つ
い
て
は
１
階
か
ら
順

次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

役
場
新
庁
舎
の
早
期
完
成
を

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る

新
庁
舎
建
築
工
事
に
つ
い

て
、現
時
点
で
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

（
総
務
課
長
）

２
月
末
時
点
で
の
進
捗

率
と
し
て
、
建
築
本
体

３
６
・
５
％
、
地
盤
改
良
工
事

１
０
０
％
、
外
構
工
事
50
％
と

な
っ
て
お
り
、
１
期
工
事
全
体

の
進
捗
率
は
41
％
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
４
階
ま
で
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
終
え
、
４
月
前

当
初
の
計
画
で
の
完
成
予

定
は
令
和
４
年
12
月
末
で
あ
っ
た

が
、工
期
変
更
後
は
行
程
表
通
り

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

現
在
、
本
体
工
事
が
令
和

５
年
７
月
31
日
、
外
構
工

事
が
令
和
５
年
８
月
31
日
の
工

期
と
な
っ
て
い
る
。
什
器
や
通

信
関
係
、
現
庁
舎
か
ら
の
引
っ

越
し
作
業
を
９
月
末
に
か
け
て

予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け

て
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

堆
肥
ペ
レ
ッ
ト
化
に
よ
る
肥
料

価
格
の
高
騰
対
策
を

令
和
５
年
度
施
政
方
針
に

お
い
て
、「
堆
肥
を
活
用
し

た
循
環
型
農
業
体
系
の
構
築
を
図

る
た
め
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
重
機
の

整
備
、ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
製
造
の
た

め
の
機
器
導
入
を
検
討
し
、施
設

を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
扱
い
や

す
い
優
良
な
堆
肥
の
生
産
と
供
給

に
努
め
て
い
く
」と
あ
る
が
、今
後

の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

（
町
長
）ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
ご
み
焼
却
量
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
循
環
型

農
業
体
系
の
確
立
や
世
界
的
な

肥
料
の
価
格
高
騰
問
題
が
あ
る

中
で
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
今
ま
で
に
増
し
て
大
き
く

な
っ
て
い
く
た
め
、
重
機
等
の

整
備
を
含
め
大
々
的
に
改
修
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
経
済
課
長
）

　

令
和
５
年
度
中
に
、
国
庫
事

業
等
獲
得
を
目
指
し
、
町
と
し

て
も
早
急
に
進
め
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
参
考
ま
で
に
伊
仙
町

に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
JA
の

販
売
実
績
と
し
て
ペ
レ
ッ
ト
資

材
３
３
万
８
、
０
７
５
キ
ロ

（
約
３
３
８
ト
ン
）
の
販
売
が

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
３

分
の
２
程
度
を
町
内
産
で
供
給

で
き
れ
ば
農
家
の
肥
料
代
の
コ

ス
ト
軽
減
も
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

堆
肥
の
ペ
レ
ッ
ト
化
に
よ

り
、
化
学
肥
料
の
使
用
量

抑
制
や
、
小
型
農
機
で
も
散
布

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
農
家

に
と
っ
て
は
作
業
の
効
率
化
な

ど
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
株
出
し
管
理
作
業
に
お

い
て
は
、
株
を
傷
め
ず
に
追
肥

で
き
る
た
め
、
生
産
量
ア
ッ
プ

や
品
質
安
定
化
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
当
該
施
設
の
早
急
な

整
備
を
要
望
す
る
。

一
般
質
問

令
和
５
年　
第
１
回
定
例
会

問答

久保　量 議員

答

新庁舎上棟式

問 問答

要
望

伊仙町堆肥センター



議 会 だ よ り  い せ ん （ 4 ）

　　　　　　　　 公
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

教
職
員
住
宅
の
確
保
、
管

理
に
つ
い
て
、老
朽
化
に
伴

い
改
修
等
も
必
要
だ
と
思
う
が
、

入
居
・
退
去
時
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

（
町
長
）教

職
員
住
宅
の
件
に
関
し

て
は
、
ま
だ
足
り
な
い

状
況
で
あ
り
、
校
区
内
に
一
般

の
家
を
借
り
て
居
住
し
て
頂
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
大
変
重

要
な
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る

の
で
、
教
育
委
員
会
も
含
め
て

し
っ
か
り
と
議
論
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

（
教
委
総
務
課
長
）

管
理
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

年
３
回
か
ら
４
回
程
度
、
教
員

住
宅
等
の
点
検
等
を
行
っ
て
い

る
。
入
居
中
の
教
職
員
の
先
生

方
か
ら
修
繕
の
要
望
が
出
た
際

に
は
、
そ
の
都
度
、
現
場
を
確

認
し
対
応
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

　

教
職
員
住
宅
で
水
回
り
等
の

整
備
が
早
急
に
必
要
と
も
感
じ

た
の
で
、
先
生
方
に
は
気
持
ち

よ
く
働
い
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
を
中
心
に
執
行
部
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
般
の
住
宅
に
つ
い
て
の

入
居
・
退
去
時
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
問

う
。

（
建
設
課
長
）

建
設
課
管
理
の
住
宅
に
関

し
て
は
、
入
居
時
に
、

町
営
住
宅
入
居
の
し
お
り
等
を

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
部
屋

等
を
貸
し
出
す
と
き
に
、
住
居

確
認
書
に
て
、
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
部
屋
に
不
具
合
が
な
い
か

確
認
し
、
確
認
書
を
提
出
し
て

頂
い
て
い
る
。
退
居
時
に
お
い

て
も
、
建
設
課
職
員
に
よ
り
破

損
等
の
有
無
を
確
認
し
、
修
繕

箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
敷
金
か

ら
修
繕
費
を
支
出
し
て
対
応
し

て
い
る
。

　

住
宅
確
保
に
関
し
て
は
、

ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業
を
活
用

し
、
古
い
住
宅
を
水
洗
化
、
外

壁
塗
装
等
の
修
繕
で
新
た
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ま
だ
ま
だ
使

用
で
き
る
住
宅
に
改
修
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

窓
口
業
務
に
つ
い
て

町
民
が
各
課
で
の
手
続
き

や
利
用
し
や
す
い
役
場
と

は
、ど
の
よ
う
な
所
な
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
受

付
業
務
の
一
環
と
し
て
各

部
署
の
配
置
図
や
案
内
板
も
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。
受
付
申

請
が
一
か
所
で
済
ま
さ
れ
る
よ

う
な
形
に
し
て
い
く
の
が
、
一

番
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
考
え

て
い
る
。
新
庁
舎
で
は
、
連
携

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
署
を

１
フ
ロ
ア
に
集
約
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
申
請
業
務
が
簡
素
化

さ
れ
、
横
の
連
携
が
強
化
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た　

端

末
機
を
導
入
し
、
各
自
で
住
民

票
や
証
明
書
等
が
発
行
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
予
定
し
て
い
る
。

庁
舎
に
来
ら
れ
た
方
々
に
率
先

し
て
声
掛
け
が
で
き
る
よ
う

に
、
人
材
育
成
に
も
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

井上　和代 議員

答

問

教職員住宅

現在の役場窓口のようす

答 問

～お詫びとお知らせ～
　前回の「議会だより76号」の12ページ
におきまして、編集後記の議員名の表記に
誤りがありました。
　　誤　「文責　議長　前　徹志」
　　正　「文責　久保　量」
　改めまして、お詫びとお知らせをいた
します。申し訳ございませんでした。
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　　　　　　　　 町
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

町
道
木
之
香
糸
木
名
線
の

整
備
改
良
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）町

道
木
之
香
糸
木
名
線
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
複

数
回
要
望
が
あ
り
、
議
員
の
方

や
地
域
の
方
々
を
含
め
て
地
権

者
の
説
得
に
回
っ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
中
で
、
糸
木
名
か
ら

ゴ
ル
フ
場
ま
で
の
東
側
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
と
交
渉
し
て
了

承
を
得
た
よ
う
な
話
も
伺
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
周
辺

か
ら
下
の
方
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
複
数
の
地
権
者
が
い
る
の

か
等
、
し
っ
か
り
と
確
認
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
課
長
）

　

町
道
木
之
香
糸
木
名
線
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

測
量
委
託
等
、
指
名
委
員
会
を

開
い
て
、
３
月
中
に
委
託
業
者

が
決
ま
る
予
定
で
あ
る
。
今

後
、
再
度
、
地
権
者
と
土
地
・

字
図
等
の
確
認
を
行
い
同
意
を

得
て
、
工
事
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て

耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い

る
町
営
住
宅
は
何
戸
あ
る

の
か
。ま
た
、空
き
家
は
何
戸
あ
り

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
の
か

問
う
。

（
建
設
課
長
）

管
理
戸
数
が
、
３
２
４
戸

で
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て

い
る
政
策
空
家
が
現
在
50
戸
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
修
繕
等
の

依
頼
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
修

理
を
行
っ
て
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
政

策
空
家
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
退
去
次
第
、
取
壊
し
を
行
っ

て
い
る
。古

い
住
宅
で
入
居
者
が
退

去
後
、取
壊
し
た
場
合
、そ

の
土
地
は
誰
の
土
地
に
な
る
の
か

問
う
。

（
建
設
課
長
）

確
約
書
や
覚
書
、
契
約
書

等
が
あ
れ
ば
、
返
還
と
い

う
こ
と
に
も
な
る
が
、
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
伊
仙
町
の
登

記
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
の

答 問

佐田　元 議員

所
有
物
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

現
在
、
専
門
資
格
の
あ
る

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
町
内
に
在
住
し
て
い
る
の
か
問

う
。

（
教
委
総
務
課
長
）

今
現
在
、
県
の
事
業
を
活

用
し
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
町
内
に
お
い
て
は
、

専
門
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
不

登
校
や
い
じ
め
等
の
問
題

が
出
な
い
よ
う
心
の
ケ
ア
が
で
き

る
専
門
の
方
を
配
置
し
て
も
ら
え

る
の
か
問
う
。

（
教
育
長
）

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、

臨
床
心
理
士
や
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
県

の
相
談
員
、
ま
た
、
役
場
子
育

て
支
援
課
や
福
祉
課
・
徳
之
島

全
体
の
支
援
サ
ポ
ー
ト
の
施
設

の
方
等
が
集
ま
り
、
毎
月
情
報

交
換
会
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
、
必
要
と
な
れ
ば
、
臨

床
心
理
士
を
派
遣
し
た
り
、
民

生
委
員
の
方
た
ち
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

形
を
と
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
昨
年
12
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
な
く
て
も
町
内
で
対
応
で
き

る
よ
う
な
準
備
は
で
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

町道木之香糸木名線

答答 問問

問 問答 答
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●新庁舎建築工事について、当初の計画より大幅に遅れて
はいるものの、その後は着々と完成に向け工事が進められ
ており、２月末時点での進捗率が４１％との説明であっ
た。１期工事の工期である８月末には確実に工事が完了で
きるよう進めるとともに、事故等が起きないよう安全第一
に取り組まれるよう要望した。

●奄美群島復帰の父であり、本町名誉町民でもある泉芳朗
氏生誕の地について、親族をはじめ地元集落有志の方々の
意向を汲み、今後は町管理のもと銅像の移転や敷地周辺、
道路を含めた整備計画を行う必要性があると思われる。今
年は奄美群島復帰70周年の節目でもあることから、本年を
新たなスタートとして関係地権者や地元集落の方々と協議
されるよう要望した。

●住宅整備計画に伴う公有財産購入費として計上された東
目手久地区について、なくさみ館の隣接地であることから
闘牛大会開催時には多くの観客が訪れるため、なくさみ館
駐車場に入りきれなかった車はその周辺道路に路上駐車さ
れているのが現状であり、地元住民にとっては大変不便に
感じているのが実情である。また、緊急時の救急車両や消
防車両の通行の妨げとなる恐れがあることから、当該箇所
については住宅建設のみでなく、なくさみ館併設の駐車場
や子どもたちが遊べる公園等を含めた整備計画の検討する
よう要望した。

●瀬田海海浜公園については、年間1,000人を超えるBBQ
設備の利用者と町内唯一の海水浴場があることから毎年多
くの観光客や地元住民で賑わう本町にとって大変重要なレ
ジャー施設であります。
　担当職員からの説明では、毎年７月に１回のみ水質検査
を行っているとのことであったが、特にピーク時の夏休み
期間などはこまめに検査を実施し、利用者の安全確保に努
めるとともに現在海水の入れ替えを行っている取水口を拡
張し、訪れる方々が常にきれいな海水で遊泳できるよう要
望した。

　去る３月７日の本会議において、当初予算審査特別委員会が設置され、「令和５年度伊仙町一般会計他
５特別会計予算」が当委員会に付託されました。３月９日から13日までの３日間、本特別委員会において
慎重に審議致しました。
　その中で、３月９日に、委員並びに議長を含む14名で、令和５年度当初予算に係る主な箇所について、
町長をはじめ担当課長並びに担当職員から詳細な説明を受け、現地調査を行いましたので、主な項目につ
いて報告いたします。

住宅建設予定地（目手久）

泉芳郎氏　生誕の地（上面縄西）

役場新庁舎

令和５年度伊仙町一般会計予算他５特別会計予算審査特別委員会について
(一部抜粋※委員長報告につきましては､町ホームページ「各種委員会」をご確認下さい｡)

令和５年第１回伊仙町議会定例会において

町議会HP

瀬田海海浜公園
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　第1回定例会において、令和４年度鹿児島県町村議会議長会永年勤続者(自治功労者)表彰者
伝達式が本会議場で行われました。町村議会議員として25年以上在職し功労のあった議員が
対象であり、この度、美島盛秀議員（阿権）が表彰されました。
　今後も伊仙町議会の一員として、更なる活躍をご期待します。

鹿児島県町村議会議長会永年勤続者(功労者)表彰

　去る、５月11日（木）、知名町あしびの郷にて、第64回奄美群島市町村議会議員大会が開
催されました。大会では、大島郡内各市町村(5ブロック)や議長会から7件の議題が提出され
全て採択されました。徳之島地区においては、徳之島3町を代表し、伊仙町議会経済建設常
任委員長の樺山議員より「徳之島地区における無電柱化の推進について(徳之島町・天城町・
伊仙町)」の提案理由の説明がなされました。
　内容については、台風常襲地帯である奄美群島では、各地域において毎年台風により、水

道や電気等のインフラが停止するなど、
多くの被害をもたらしていることから、
町民の生活の安定及び福祉の向上を図る
ための防災・減災・国土強靭化の実現を
目指し、徳之島地区における電柱線、通
信線を、まとめた電柱共同構法式による
無電柱化の早期実現を要望されました。
※提案理由説明内容の詳細につきまして
は、町ホームページ「議員大会」をご覧
ください。

第64回奄美群島市町村議会議員大会

提案理由の説明をする樺山議員
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議会の動き
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４
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迎
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典
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そ
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に
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な
町
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り
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、
子
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今
後
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

牧
本　

和
英
）

令和５年第１回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
　　動静期間：令和４年第４回定例会（12月８日）以降の分　

発
行
責
任
者
　
議
長
　
前
　
　
徹
志

委	

員	

長
　
　
　
　
牧
本
　
和
英

副
委
員
長
　
　
　
　
杉
山
　
　
肇

委
　
　
　
員
　
　
　
　
美
島
　
盛
秀

委
　
　
　
員
　
　
　
　
永
田
　
　
誠

委
　
　
　
員
　
　
　
　
久
保
　
　
量

月 日 行　事　名 場　所

２
月

３日 県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会 鹿児島市

３日 面縄港施設整備に係る要望活動 県庁

６日 第２回伊仙町町有地検討委員会 委員会室

７日 春植え出発式 役場前

13日 徳之島三カ町議会議員大会 徳之島町

17日 鹿児島県町村議会議長会第74回定期総会 鹿児島市

19日 徳之島物産販売促進活動 東京競馬場

21日 各種協議会 奄美市

23日 世界自然遺産登録１周年記念シンポジウム ほーらい館

24日 議会全員協議会 委員会室

３
月

２日 水槽付ポンプ自動車安全祈願祭 義名山神社

３日 議会運営委員会 委員会室

６日 議会全員協議会 委員会室

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

月 日 行　事　名 場　所

11日 徳洲会病院移転新築工事起工式 徳之島町

１
月

２日 二十歳のつどい ほーらい館

４日 伊仙町消防出初式 伊仙中学校

９日 森山裕代議士及び県港湾課による面縄港視察 面縄港

10日 議会全員協議会 委員会室

11日 正副議長研修会 鹿児島市

12日 議員研修会 鹿児島市

17日 徳之島三カ町議会議員連絡協議会
第２回役員会 徳之島町役場

20日 令和５年第１回臨時会 議事堂

20日 徳之島建設業協会新年会 天城町

23日 県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会 鹿児島市

28日 赤土ばれいしょ「春一番」出発式 天城町

12月

徳之島３カ町議会議員連絡協議会における奉仕作業
　令和５年４月７日(金)に開催予定しておりました「第56回戦艦大和を旗艦とする戦没将士慰霊祭」を
前に令和５年４月４日（火）犬田布岬において３カ町合同ボランティア作業を実施しました。（当日は
雨天の為、慰霊祭は義名山総合体育館にて執り行われました。）
　今後も引き続き、地域振興を目指す意識啓発活動の一環として継続して活動をしてまいりたいと思い
ます。


